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論文内 容の要 1::::. 
国

イエバエの野生型踊皮中には 8 アラニンが大量に存在するが，劣性突然変異である黒踊型系統の踊

皮では同アラニンがわずかしか検出されず，。アラニンと着色との聞には密接な関係がある。

本論文ではイエバエの野生踊および黒踊型の踊化時における 8 アラニン代謝について，放射性同位

元素の追跡実験によりしらべた。

イエパエの野生型桶では，踊化開始後着色度がますのと並行して 0 アラニン量がふえている。この

。アラニンは主としてアスパラギン酸由来のものであった。すなわち(14ーアスパラギン酸を野生型の

初期i踊に注射すると，一時間後にその約20%は 8 アラニンに変化していた。黒踊型で同様の実験をし

ても Cl4_ß アラニンは検出されなかった。

一方，ウラ、ンノレ，オロチン酸，カノレパミ Jレアスパラギン酸からの 8 アラニン生成は，イエパエの野

生型，黒踊型いずれの踊でも認められ量的相違は認められなかった。黒踊型踊皮で野生型の約10分の

1 量検出される ß7 ラニンは，このようなピリミジン代謝経路によるらしい。

また，イエバエの踊における 8 アラニンの分解能，踊皮へのとりこみ能は，野生型と黒踊型とで著

しい相違がなく，踊皮中の 8 アラニン量の相違は同系統における 8 アラニン合成系の相違によること

が明らかになった。すなわちイエバエ黒踊型突然変異は，。アラニンの合成系に関する変異であり，

イエバエの踊化時における ß7 ラニンの存否が着色過程に影響すると考えられる。

論文の審査結果の要旨

肱黒君はイエバエの野生型踊皮の中には戸アラニンが大量に存在するが，劣性突然変異の 1 種黒踊

(bρ) 系統の踊皮中には極く少量しか存在しないととを確認し，。アラニンと蝿皮の着色の聞に密接
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な関係の存在することを見出した。そ乙でこの関係を明らかにするため，先ずイエバエの踊皮中にお

ける 8 アラニンの存在様式を検討し，それが殆んどアミノ基の遊離した形で存在している乙とを証明

した。ついで放射性同位元素を用いてその代謝経路を追究した。その結果踊化直後の正常型に C14 ア

スパラギン酸を注射すると 1 時間後には約20%が 8 アラニンに変化しているが，黒踊型の場合は 8 ア

ラニンは検出されなかった。このことはアスパラギン酸が 8 アラニンの前駆体として重要な役割を演

じていることを示している。

しかし 8 アラニンの前駆体として従来からアスパラギン酸以外にウラ、ンノレ，オロチン酸などいわゆ

るピリミジン系の物質も知られているので，ラベルしたこれらの物質を用いて同アラニンへの合成経

路も検討した。その結果これらの物質は正常型，黒踊型両系統共ほぼ同様でごく少量の 8 アラニンが

合成される乙とがわかった。このことは黒踊型の踊皮中における少量の 8 アラニン存在を説明するも

のと思われる。

同君はさらに 8 アラニンの分解経路および踊皮へのとり乙み方についても検討し，それらは正常，

黒踊両系統大井:のない乙とを見出し，結論として踊化期におけるアスパラギン酸から 8 アラニンに至

る合成経路の相違が最も責要な要素で，それがチロシン， ドーパ，キノンをへてメラニン形成への段

階に何等かの形で関与するものと推論している。

以上のべたように同君の研究はまだ最終結論にまでは到達していないが，イエバエにおける同アラ

ニンの合成経路を解明し，今後生体色素と 8 アラニンの関係を追究する上に重要な手がかりを与えた

ものと考えられる。

同君の参考論文はいずれもイエバエをはじめ，ショウジョウパエ，カイコ等について踊皮或は成体

色素の関係に多くの知見を与えたもので，乙れらを総合して理学博士の学位論文として十分価値ある

ものと認める。
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